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『アジア経済史研究入門』

　本書は，アジアの経済史に関心をもつ者に対して
研究の動向を紹介する入門書である。しかし，単な
る入門書にとどまらない，すこぶる野心的な入門書
である。まず，広大な時空をカバーしている。地理
的な範囲はエジプトを含むアジア全域に及び，時間
的には古代から現代にまで至る。しかも，「アジア
の視点からグローバル・ヒストリーを再構築する」（7
ページ）ことを目指し，広大な時空に対しておこな
われてきた多数の研究を，統合された枠組みの中で
整理しようとしている。
　本書の本文は，序章と 4つの部からなる。序章で
はアジア諸地域に跨がる横断的な研究を取り上げ，
続いて東アジア，南アジア，東南アジア，西アジア・
中央アジアの 4 部に分けて研究をレビューしてい
る。それぞれの部には 3～ 5の章が含まれ，いずれ
の部も前近代と近現代の章を中心に構成されている
ことが特徴である。このような構成に，異なる地域
を共通の枠組みからとらえようとする姿勢がうかが
われる。なお，東アジアの部では朝鮮について，西
アジア・中央アジアの部では中央アジアについて，
それぞれ独立した章が設けられている。
　各章の中身には共通する項目も多々みられるが，
必ずしも厳格に統一されているわけではなく，それ
ぞれの地域と時代の研究動向に合わせてまとめられ
ている。ところどころで論争にも触れられていて，
門外漢にとっても議論の変遷や個々の研究の位置づ
けがわかって面白い。
　例えば第 1 章では，前近代の中国における農業
技術の発展や普及について，議論の積み重ねがレ
ビューされている。華北乾地農法に関しては，二年
三毛作がいつ成立したかについて論争がおこなわれ
てきたという。一方，華中南の水田農業に関して
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は，通説となっていた宋代の長江デルタの先進性が，
1979 年のシンポジウムを機に再検討を迫られるこ
とになったという。第 8章では，18 世紀のインド
社会における根本的な変化の有無をめぐっておこな
われた「18 世紀論争」が，土地制度や東インド会
社の活動などから多面的に解説されている。第 13
章では，ポランニーの再配分モデルを古代エジプト
経済に適用しようという試みと，それに対する反論
が紹介されている。
　本文の後には，まず章ごとにまとめられた 92 ペー
ジに及ぶ文献一覧が付けられている。続く 21 ペー
ジの付録では，各地域に関して先行研究の調べ方，
原資料へのアクセス方法，用語集や地図などの工具
類といった研究支援情報を紹介している。
　最後には共通項目索引が付けられている。この索
引には「貨幣」や「人口」といった，複数の地域や
時代に登場する重要な項目が含まれている。もしひ
とつの項目から地域や時代に横串を通すように読む
ならば，アジア経済史の違った一面がみえるきっか
けが得られるかもしれない。例えば「銀」が用いら
れているページは 35 ある。これらのページで紹介
されている研究を読み合わせることによって，銀の
扱いに関する時代間，地域間の比較ができるかもし
れない。あるいは同時代の銀流通について，複眼的
な視点からみることができるかもしれない。このよ
うな可能性をもつ共通項目索引は，編者たちが期す
グローバル・ヒストリーへの布石ともいえる。
　このように，本書の読者へのサポートはすこぶる
手厚い。はしがきによれば，本書は読者として，経
済史研究を志している学生，関心を広めようとする
研究者を想定し，「自身の関心がどの地域のどの時
代に最も適合するかを見出すことができる」（ⅲペー
ジ）というメリットがあるようにつくられている。
しかし，いかにサポートが手厚いとはいえ，本書を
漫然と読むことは勧められない。読者は事前にある
程度，地域や時代について自らの関心を明確にし，
それを論じた章をまず読むようにした方がよい。そ
のような読み方をするとき，本書の手厚いサポート
はいっそう有用なものとなるだろう。
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